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【手続補正書】
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【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　物質を哺乳動物内部組織に適用するための装置において、
　無孔部分に接続された可撓性かつ吸収性の多孔質部分を有する部材を備えることを特徴
とする装置。
【請求項２】
　請求項１に記載の装置において、前記部材が、膨張および収縮可能なキャビティをさら
に備えることを特徴とする装置。
【請求項３】
　請求項２に記載の装置において、前記部材が、その部材の貫通ルーメンがカテーテルに
整合するように前記カテーテルに取り付けられていることを特徴とする装置。
【請求項４】
　請求項１に記載の装置において、ルーメンが、前記部材の長軸上に延在することを特徴
とする装置。
【請求項５】
　請求項１に記載の装置において、ルーメンが、前記部材の側面から延びて前記部材の端
部を貫通していることを特徴とする装置。
【請求項６】
　請求項２に記載の装置において、ルーメンが、前記キャビティ内に延びていることを特
徴とする装置。
【請求項７】
　請求項２に記載の装置において、前記部材が、第１、第２、および第３のルーメンをさ
らに備え、前記第１および第２のルーメンが、端部が開口しており、前記第３のルーメン
が、前記キャビティ内に延びていることを特徴とする装置。
【請求項８】
　請求項１に記載の装置において、前記可撓性かつ吸収性の多孔質部分が、その可撓性か
つ吸収性の多孔質部分から延びたニップルを備え、ルーメンが、前記ニップルを貫通して
いることを特徴とする装置。
【請求項９】
　請求項４に記載の装置において、ガイドワイヤーをさらに備え、前記ガイドワイヤーが
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、前記ガイドワイヤーの他の部分の幅よりも広い幅を有する拡径部を備え、前記拡径部の
前記幅が、前記ルーメンの幅よりも広いことを特徴とする装置。
【請求項１０】
　請求項１に記載の装置において、ガイドワイヤーをさらに備え、前記ガイドワイヤーが
、磁化される部分を有し、前記部材が、前記磁化される部分によって引き寄せられるか、
または反発されるかの少なくとも一方である強磁性部分を有することを特徴とする装置。
【請求項１１】
　物質を哺乳動物内部組織に適用するためのバルーンカテーテルにおいて、
　無孔部分に接続されてキャビティを形成している可撓性かつ吸収性の多孔質部分を有す
る膨張および収縮可能なバルーンと、
　前記バルーンに接続されたカテーテルと、を備えることを特徴とするバルーンカテーテ
ル。
【請求項１２】
　請求項１１に記載のバルーンカテーテルにおいて、前記バルーンが、前記無孔部分から
その無孔部分を通って前記可撓性かつ吸収性の多孔質部分を貫通しているルーメンを備え
ることを特徴とするバルーンカテーテル。
【請求項１３】
　請求項１２に記載のバルーンカテーテルにおいて、前記ルーメンが、前記バルーンの長
軸上に延在することを特徴とするバルーンカテーテル。
【請求項１４】
　請求項１２に記載のバルーンカテーテルにおいて、前記カテーテルが、前記バルーンの
前記ルーメンに整合していることを特徴とするバルーンカテーテル。
【請求項１５】
　請求項１１に記載のバルーンカテーテルにおいて、前記バルーンが、そのバルーンの側
面から延びて前記バルーンの端部を貫通しているルーメンを備えることを特徴とするバル
ーンカテーテル。
【請求項１６】
　請求項１１に記載のバルーンカテーテルにおいて、ルーメンが、前記キャビティ内に延
びていることを特徴とするバルーンカテーテル。
【請求項１７】
　請求項１１に記載のバルーンカテーテルにおいて、前記バルーンが、第１、第２、およ
び第３のルーメンを備え、前記第１および第２のルーメンが、端部が開口しており、前記
第３のルーメンが、前記キャビティ内に延びていることを特徴とするバルーンカテーテル
。
【請求項１８】
　請求項１１に記載のバルーンカテーテルにおいて、前記バルーンが、前記可撓性かつ吸
収性の多孔質部分から延びたニップルを備え、ルーメンが、前記ニップルを貫通している
ことを特徴とするバルーンカテーテル。
【請求項１９】
　請求項１２に記載のバルーンカテーテルにおいて、ガイドワイヤーをさらに備え、前記
ガイドワイヤーが、前記ガイドワイヤーの他の部分の幅よりも広い幅を有する拡径部を備
え、前記拡径部の前記幅が、前記ルーメンの幅よりも広いことを特徴とするバルーンカテ
ーテル。
【請求項２０】
　請求項１１に記載のバルーンカテーテルにおいて、ガイドワイヤーをさらに備え、前記
ガイドワイヤーが、磁化される部分を有し、前記バルーンが、前記磁化される部分によっ
て引き寄せられるか、または反発されるかの少なくとも一方である強磁性部分を有するこ
とを特徴とするバルーンカテーテル。
【請求項２１】
　磁化される部分および非磁性の別の部分を有するガイドワイヤーを備えることを特徴と
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するガイドワイヤー装置。
【請求項２２】
　請求項２１に記載のガイドワイヤー装置において、前記磁化される部分が、前記ガイド
ワイヤーの他の部分の幅よりも広い幅を有する拡径部を備えることを特徴とするガイドワ
イヤー装置。
【請求項２３】
　請求項２１に記載のガイドワイヤー装置において、前記磁化される部分によって引き寄
せられるか、または反発されるかの少なくとも一方である強磁性部分を有する部材をさら
に備えることを特徴とするガイドワイヤー装置。
【請求項２４】
　請求項２３に記載のガイドワイヤー装置において、前記部材が、医療装置を含むことを
特徴とするガイドワイヤー装置。
【請求項２５】
　請求項２３に記載のガイドワイヤー装置において、前記部材が、バルーンカテーテルを
含むことを特徴とするガイドワイヤー装置。
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